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編 集 後 記

　

　今月号から新コーナー「実は腹の底では気付いてる」が始まりました。執筆者は専門委員をされている
佐藤智昭氏（公認心理師・臨床心理士）です。これから到来するグローカルな時代への視点の持ちような
ど、興味深い内容となっています。昨年から全世界を被っているコロナ禍の中、私たちは個人的な体験が
世界的な価値につながっていくことを認識していくべき…。と、さっそく次号が楽しみになってきまし
た。（K・S）

　６月７日に後援会役員会が開かれ、大震災後から長年後援会会長をされていた大山照江会長にか
わり菅原裕典副会長が新会長に選任されました。
　現在、法人理事でもいらっしゃる菅原新会長は、直後に開かれた理事会の席上、新後援会長の紹
介を受けて、「長年携わってこられた前会長の大山さんをはじめ、皆さまのご指名によりこの職を
お引き受けしました。コロナ禍の現在、後援会活動も停滞せざるをえない状況が続いております
が、コロナ終息後の活動を見据えて出来るところから活動していきたいと思います」と抱負を述べ
られました。

後援会からのお知らせ

　５月12日、富谷カントリークラブにおきまして、オール宮城LC様
の第32回チャリティーゴルフ大会が開催されました。この大会は写真
にもありますように「仙台いのちの電話支援」を主目的に開催された
ものです。今回は早朝から夕方まで会員150人が参加されました。こ
のチャリティーゴルフ大会は2003年から毎年開催されておりました
が、昨年はコロナ禍の影響で中止となりました。長年、当法人へ過分
なご寄附をいただいております。会員皆様の思いが結集されて、この
ようなあたたかいご支援を賜り、こころから感謝いたします。
　開催当日は、飯岡智理事長が贈呈式に出席し長年の活動への感謝
と、昨年はコロナ禍で開催中止になりましたが、今年は完全な終息を
迎えない段階で開催されたことに対し御礼の言葉を述べさせていただ
きました。

第32回　オール宮城ライオンズクラブチャリティーゴルフ大会（仙台いのちの電話支援）
２年ぶりのオール宮城LC様からのご寄附

　NHKの朝ドラ「おかえりモ
ネ」の舞台のひとつとなった気
仙沼の「たかはしきもの工房」
さんから、今年もたくさんの物
品をいのでんマルシェ用として
ご提供いただきました。大きな
段ボールが五つ、開けてみると
中にはオリジナル商品の「あず
ま袋」を始め、数々の和洋小物
をはじめ数えきれないほどのご
提供品が入っていました。「た
かはしきもの工房」さんは
2015年から毎年のご提供、本

当にありがとうございます。コロナ禍の中ですがなんとか
マルシェを開催したく、後援会で検討していきます。

　三菱鉛筆東北販売株式会社様
より「いのでんマルシェ」に文
具の提供を毎年いただいており
ます。　
　今年も、筆記用具を始めノー
トや文具類を多数ご提供いただ
きました。ありがとうございま
した。
　毎年、マルシェを開催すると
来場された家族連れに大変人気
の品々です。数々のご提供品を
並べてみると、一昨年に来場い
ただいた子ども達の笑顔が浮か

んできます。コロナ禍が早く終息する事を祈るばかりです。

あたたかいご支援ありがとうございます

左から
LC国際協会 332－C地区ガバナー L永富淳次氏
仙台いのちの電話　理事長飯岡智
オール宮城LCゴルフ同好会会長L作間照男氏（仙台LC）

たかはしきもの工房さん
ご提供の品々の一部

ご提供いただいた数々の
文具（一部）
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想い

世界中の危機に貢献している相談員
仙台いのちの電話
専門委員（公認心理師・臨床心理士）　佐藤　智昭

　新コーナー開始の前に、前任千葉健先生に改めて

御礼を申し上げます。長年ご教授ご執筆賜りありが

とうございました。新担当となりましたのは佐藤智昭

です。以後よろしくお願いいたします。

　私のコーナーは新時代とともに始まると感じてお

ります。その特徴の一つは、パンデミックによる物

理的な分断だと認識しております。これまではグ

ローバリゼーションの名の下、世界中の人と物が繫

がる時代でしたが、感染減少を目的とした休業要請

に自粛も加わって経済危機に陥っただけでなく、触

れ合う機会の喪失で孤独と不安が顕在化し、今や世

界各地（＝ローカル＝身近）で精神的危機に突入中

で、これからさらに悪化していくと考えています。

　ですが、失って初めて当たり前の生活の幸せと絆

の大切さに気づくことになりました。これからの時

代は、散歩・適度な休息・話すとホッとすることを

知っているなど自分の必要を満たすことが世界的価

値として認識される時代、つまりグローカルな時代

になると感じます。私は、自分と絆を結べる人が他

人と絆を結べる人（＝国際人）だと考えます。そし

て、実は相談員の皆様は勇気と共に、この最先端の

“世界中の危機”に、とうの昔に貢献の一翼を担い

続けているのです。実はこれは常識で、人が「腹の

底では知っていることを書いている」（河合隼雄）

だけなのです。

趣　　味

平成９年
平成27年

臨床活動
（21年間）

散歩・読書・コーヒー・温泉

宮城教育大学大学院　修了
Process Work Institute Graduate University,
Master of Art Conflict Facilitation and Organizational Change 中退

公立・私立スクールカウンセラー、専門学校非常勤講師、大学非常勤講師
民間企業心の健康相談社外顧問、開業相談、仙台市・私立学校教員研修講師、
ワークショップ講師、葛藤解決と組織変容ファシリテーターなど。

佐藤　智昭（サトウ　トモアキ）
昭和45年生まれ　50歳（岩手県盛岡市出身　妻　子一人）

　私の受講動機はなんと、必ずしも自死遺族を特定した

向き合い方を想定したものではありませんでしたが、丁

寧な講義を重ねて受けて、自死遺族が困難な環境で苦悩

や混乱などを抱えている様子を窺う（うかがう）うち

に、たった独りでおられるその方の傍に、ただ居ること

で支えるような人になりたい、と思うようになりまし

た。

　実習で垣間見た『すみれの会』は、独りで想いや悩み

を抱えた末に決心されて会場を訪れた方の気持ちが解け

てくつろげるよう、安らぐ心の置き所を大切にしたしつ

らえで、スタッフは懐厚く柔和でした。必要な方が、ご

自分の過程をすごされるところとして、それを支えるた

めに私が思う存在になるには歩み遠く感じていますが、

これからの活動を大切に続けていきたいと願っていま

す。『すみれの会』に加えていただき幸いです。どう

ぞ、よろしくお願いします。（S・Y）

ただ居ることで支える

　2019年10月から受講させていただいた、自死遺族を

支援する『すみれの会』第２期ファシリテーター養成講

座が終了しました。

　講座は、初回森川すいめい先生の講演で、人と向き合

うことや話を聞くということについて確認することから

始まり、その後の講義で講師に、想像をしなかったよう

な内容の深いことまでを噛み砕いた説明を受け、ロール

プレイや実習で、遺族の心の動きやその支え方を示され

るものでした。

『すみれの会』
　　ファシリテーターになって
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　ある時、人間関係が作れ

ないと悩む方と出会った。

職場でも、恋愛でも、関係性が深まるにつれ自分の

中にどうにもならない緊張と恐怖が生まれる。どん

なに努力しても気持ちが安定せず、やがてその関係

を維持することが苦しくなり、傷つき、その場を去っ

てしまう。何度も何度も繰り返してしまう。なぜこ

うなるのか。精神科医に相談もした。今も通院して

いる。でも何か病気とだけ割り切れない思いがある。

トラブルがある度に丁寧に話を聞き、何とか立ち直

り、長い年月を同行してきた。

　ある日、本当に何気ない会話の中で「実は自死遺

族なんです。もう何十年も前の幼い日に自分が第一

発見者でした。自分が発見し、110 番し、事情も聴

取された。そのせいですか。そのあと、この事は誰

にも話さずにきた。このせいですか。」とこの人は

言った。私がこの人に話を聞いてきた。そしてやっ

とこの扉が開いた。ここまで来るために必要だった

長い長い時間、この人に信頼され、安心と認定され

るために必要だった時間。それは私一人で紡いだ時

ではない、この人が自分の中の閉ざされた扉を開け

てどんな風景を私と見ようとしているのだろうか。

もし、この人が自死遺族となったその時、思いを誰

かに話すことができたら、そして心の傷を受け入れ

やすい形で抱え直すことができたなら、その後の生

き方は違っていたかもしれない。

　自死遺族支援とはまさに存在職であること。信頼

され、その存在そのものが場の風土となった時初め

て機能する。新しくファシリとなられたお二人に

とってそれは旅の始まり。どこまで同行できるのか、

信頼と安心の支えとなり、扉を開く力となり得るの

か。すべてはこれからの事。何も語らずともそこに

居る事ですべてを保証する存在となってください。

（「すみれの会」ファシリテーター）

「すみれの会」のご案内
　「すみれの会」は自死により大切な人をなくされた方が、安心
して参加できる、語らいの場です。
開催日時：毎月２回　13時～15時
　　　　　第一土曜日：自死で大切な人を亡くされた方
　　　　　　　　　　　（家族／友人など）

　　　　　第三水曜日：自死でご家族を亡くされた方
　　　　　　　　　　　（家族限定）
参加費：300円
会　場：仙台市市民活動サポートセンター
　　　　（地下鉄南北線広瀬通駅　西５番出口前）

　2019年10月より受講いたしまして１年６ヶ月、途中

新型コロナウイルス感染拡大の影響で、休講等もありま

したが、このたび無事「すみれの会　ファシリテー

ター」として認定をいただきました。

　受講に際しましてご指導いただきました先生方に感謝

申し上げます。また、ロールプレイや現場での実習時に

は諸先輩の皆さま、事務局には大変お世話になりました

こと御礼申し上げます。

心安らげる居場所を提供
　2019年10月から受講させていただいた、自死遺族を

支援する『すみれの会』第２期ファシリテーター養成講

座が終了しました。

　講座は、初回森川すいめい先生の講演で、人と向き合

うことや話を聞くということについて確認することから

始まり、その後の講義で講師に、想像をしなかったよう

な内容の深いことまでを噛み砕いた説明を受け、ロール

プレイや実習で、遺族の心の動きやその支え方を示され

るものでした。

　「すみれの会　ファシリテーター養成講座」を終え、

今、思いますことは、講義内容も研修も、私にとりまし

てはとても難しかったのですが、最後まで頑張ってこれ

たのは一緒に学ばせていただきました同期の方の存在の

お陰だと思っております。講義が終わりました後も二人

で講義の感想や確認をしたことを含め、とても充実した

時間を過ごすことができました。

　話しをすることの大切さ、相手を尊重し静かに聴かせ

ていただく事の大事さを、あらためて学ばせていただき

ました。

　今後は、すみれの会の一員として、参加者の方々が心

安らげる居場所を提供できますよう心がげてまいりたい

と存じます。

　諸先輩の皆さま、今後ともご指導のほど宜しくお願い

申し上げます。（H・H）

自死遺族支援わかちあいの会　　　　　
「すみれの会」より

「すみれの会」会場
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コロナ禍の中、どうお過ごしですか

皆さんの声を紹介します

①への回答は、皆さん同様に、外食を控え
る、マスク着用、手指消毒、うがい、と防
止策を徹底した日常生活を送っていること
がうかがえる内容でした。

②への寄せられた声を紹介します。

・時折、美味しいおつまみとお酒をゆっくり
いただくこと。
・日本全体、宮城県、仙台市の一日の新規感
染者数、死者数が減った時、病床使用率が
下がったときはホッとする。最近は変異ウ
イルスの出現で不安が大きい。変異株にも
効果のあるワクチンや治療薬が出回れば
ホッとすると思う。癒しの経験は無い。
・どこにも出かける用事がなく、家でのんびり
できるのもいいなあと思う。脳がたるんでし
まわないかちょっと心配ではあるかも…。
・風呂上がりに、ピアノを練習する時。67
歳で始めたピアノ、７年経って独学でも
ショパンの曲が少しずつ弾けるようになっ
てきた。この歳で、もがき苦しみながらも
新しいことに挑戦できるのは楽しいことで
す。

・ほっとするとき→離れて暮らす家族と週末
に健康であることを確認出来た時。
　癒しの時→好きなアーティストのメッセー
ジ動画や DVD を観ている時。友人と電話
で話しているとき。
・散歩に出ると、近くの池にはオシドリの親
子、大きな蛙、冬には白鳥。近づくと慌て
て逃げる鳥たちに「大丈夫だよ」と声を掛
けたくなる私。空・揺れる木々・山を眺め
る時、優しく穏やかになれます。

・友人と電話で毎日の何気ない話をしたり、
人の少ない場所で会ったり、散歩したりし
て季節を感じる時。一人での散策も範囲が
拡がるといろいろ発見があり、楽しいです。
・ウォーキングです。始めて二ヶ月になりま
すが、ストレス発散になります。
・ミルで挽いた豆で淹れた、香りたつコー
ヒーを飲みながら、好きな音楽を聴きつつ
本を読む時、私の
ほっとするひととき
で、時の経つのを忘
れてしまいます。最
近は、それに花の香
りのするキャンドル
が加わりました。

・古い着物をほどいてリメイク。読書。土手
や田んぼのあぜ道を季節を感じながらのさ
んぽ…コロナ禍以前から変わらない自分の
時間。どんな状況下でも自分の楽しみを見
つけられるってスゴイ事かも。
・読書ざんまい、ドライブ、友人との語らい、
買い物、食事（これらは必須）
・ラジオを聞くこと、音楽の時間が楽しみ。
・家にいることが多くなったせいか、仕事や
会議で出かけると落ち着きます。孫達の世
話をすることが多くなり、その時間がいや
しの時間です。
・ウォーキングの時間が増し、近くにある神
社の広い境内で、その時々の季節の野草が
心を癒してくれます。
・夕食時に朝鮮漬けをつまみにエビスビール
をコップ半分程一気に飲んだ時。
・ティータイム
・一人でも多くのコーラーさんに、「お話出
来て少し気が休まりました。」という言葉
を頂けた時。何よりの癒しになります。

③へ寄せられた声を紹介します。

・旅行
・国内旅行と友だちや親せきと会いたい。
・昨年、スペイン旅行を予定していて行くこ
とが出来なかったのでリベンジしたいなと
思う。
・四国88か所歩き遍路の総仕上げとして、
高野山の麓から歩いて高野山にお礼参りす
ること。山門をくぐったところの有名な酒
まんじゅうの店で一服し、奥の院を目指す
のが目下の夢です。

・県外の両親に会うこと。首都圏で医療に従
事している親友と直に会ってねぎらい、お
互いの健康を確認しあいたい。
・親しい人に会うこと。親、娘や息子、孫た
ちと外食を楽しむこと。
・何十年も続け、生きがいだったコーラスの
活動が奪われた。歌いたい。そう、歌・音
楽が私の生きる糧。どんな時も救ってくれ、

導いてくれた…。やっと夢に近づけそう
だったのに、でも、もう歌えるだけでいい。
美しいピアノ伴奏に合わせて。
・いろいろ、たくさんありますが、一番は何
も気にせず、人と大きな声で笑うこと！で
す。（マスクを付けてでもいいので）
・青森の実家に行きたいです。
・友達と集まって、マスクを外したわいもな
い話をしては、大きな声で笑って、楽しく
食事をしたい。
・夫と愛犬を引き連れて、車で放浪の旅に出
たい。行先は火野正平さんが「こころ旅」
で訪ねた印象に残ったところ等、計画も立
てず気の向くまま、自由に行きたい所へ旅
がしたい。
・１遠方の孫に会う。　２海外旅行または国
内旅行。　３仲間達と大声で話しながらの
食事会。
・仕事を持っており、毎昼弁当で外食するこ
とは怖いので、終息したらプロの作った料
理が食べたい。
・実家の墓参りや昨年亡くなったいとこの墓
参り（コロナのために行けなかったので）
に真っ先に行きたいです。姉やいとこ達と
話をしたいし、友達とも会いたいです。
・今、相談員活動を休んでおりますが、相談
員に戻りたいと思います。また、県外にい
る高齢の母や、病気で治療している姉に会
いに行きたいと思います。
・退職会がコロナでできなかったため、何十
年とお世話になった皆さまへの感謝の気持
ちを伝える会を企画したい。
・旅行
・秘湯での休養。電話も TV も無い緑一色の
中で湯に浸かり、爽やかな風の中、本を読
みたい。

　横浜港に着いたダイヤモンドプリンセス号で新型コロナウイルスが猛威を振るったのが遠い過去のように思えて
なりません。今年に入っても衰えるどころか３波４波となり変異株の出現などで一向に終息がみえません。

　そのような中、仙台いのちの電話では相談室を新設したり、受信ブースに飛沫防止のカーテンを下げるなど、感
染予防を図りながら電話相談活動を休まず継続しております。相談員の皆さんも感染予防を日常生活に取り入れな
がら、日々の活動をなさっています。相談員の皆さんにQ＆A式で今のお気持ちを聞かせていただきました。

伺った設問は次の通りです。
①あなたの一番の感染防止策は？また、コロナ禍以前と生活様式はどう変わりましたか？
②コロナ禍の中、あなたのほっとするひととき、癒しのときはどんな時ですか？
③コロナ禍が終息したら、真っ先にしたいことはなんですか？

̶ 4 ̶

コロナ禍の中、どうお過ごしですか

皆さんの声を紹介します

①への回答は、皆さん同様に、外食を控え
る、マスク着用、手指消毒、うがい、と防
止策を徹底した日常生活を送っていること
がうかがえる内容でした。

②への寄せられた声を紹介します。

・時折、美味しいおつまみとお酒をゆっくり
いただくこと。
・日本全体、宮城県、仙台市の一日の新規感
染者数、死者数が減った時、病床使用率が
下がったときはホッとする。最近は変異ウ
イルスの出現で不安が大きい。変異株にも
効果のあるワクチンや治療薬が出回れば
ホッとすると思う。癒しの経験は無い。
・どこにも出かける用事がなく、家でのんびり
できるのもいいなあと思う。脳がたるんでし
まわないかちょっと心配ではあるかも…。
・風呂上がりに、ピアノを練習する時。67
歳で始めたピアノ、７年経って独学でも
ショパンの曲が少しずつ弾けるようになっ
てきた。この歳で、もがき苦しみながらも
新しいことに挑戦できるのは楽しいことで
す。

・ほっとするとき→離れて暮らす家族と週末
に健康であることを確認出来た時。
　癒しの時→好きなアーティストのメッセー
ジ動画や DVD を観ている時。友人と電話
で話しているとき。
・散歩に出ると、近くの池にはオシドリの親
子、大きな蛙、冬には白鳥。近づくと慌て
て逃げる鳥たちに「大丈夫だよ」と声を掛
けたくなる私。空・揺れる木々・山を眺め
る時、優しく穏やかになれます。

・友人と電話で毎日の何気ない話をしたり、
人の少ない場所で会ったり、散歩したりし
て季節を感じる時。一人での散策も範囲が
拡がるといろいろ発見があり、楽しいです。
・ウォーキングです。始めて二ヶ月になりま
すが、ストレス発散になります。
・ミルで挽いた豆で淹れた、香りたつコー
ヒーを飲みながら、好きな音楽を聴きつつ
本を読む時、私の
ほっとするひととき
で、時の経つのを忘
れてしまいます。最
近は、それに花の香
りのするキャンドル
が加わりました。

・古い着物をほどいてリメイク。読書。土手
や田んぼのあぜ道を季節を感じながらのさ
んぽ…コロナ禍以前から変わらない自分の
時間。どんな状況下でも自分の楽しみを見
つけられるってスゴイ事かも。
・読書ざんまい、ドライブ、友人との語らい、
買い物、食事（これらは必須）
・ラジオを聞くこと、音楽の時間が楽しみ。
・家にいることが多くなったせいか、仕事や
会議で出かけると落ち着きます。孫達の世
話をすることが多くなり、その時間がいや
しの時間です。
・ウォーキングの時間が増し、近くにある神
社の広い境内で、その時々の季節の野草が
心を癒してくれます。
・夕食時に朝鮮漬けをつまみにエビスビール
をコップ半分程一気に飲んだ時。
・ティータイム
・一人でも多くのコーラーさんに、「お話出
来て少し気が休まりました。」という言葉
を頂けた時。何よりの癒しになります。

③へ寄せられた声を紹介します。

・旅行
・国内旅行と友だちや親せきと会いたい。
・昨年、スペイン旅行を予定していて行くこ
とが出来なかったのでリベンジしたいなと
思う。
・四国88か所歩き遍路の総仕上げとして、
高野山の麓から歩いて高野山にお礼参りす
ること。山門をくぐったところの有名な酒
まんじゅうの店で一服し、奥の院を目指す
のが目下の夢です。

・県外の両親に会うこと。首都圏で医療に従
事している親友と直に会ってねぎらい、お
互いの健康を確認しあいたい。
・親しい人に会うこと。親、娘や息子、孫た
ちと外食を楽しむこと。
・何十年も続け、生きがいだったコーラスの
活動が奪われた。歌いたい。そう、歌・音
楽が私の生きる糧。どんな時も救ってくれ、

導いてくれた…。やっと夢に近づけそう
だったのに、でも、もう歌えるだけでいい。
美しいピアノ伴奏に合わせて。
・いろいろ、たくさんありますが、一番は何
も気にせず、人と大きな声で笑うこと！で
す。（マスクを付けてでもいいので）
・青森の実家に行きたいです。
・友達と集まって、マスクを外したわいもな
い話をしては、大きな声で笑って、楽しく
食事をしたい。
・夫と愛犬を引き連れて、車で放浪の旅に出
たい。行先は火野正平さんが「こころ旅」
で訪ねた印象に残ったところ等、計画も立
てず気の向くまま、自由に行きたい所へ旅
がしたい。
・１遠方の孫に会う。　２海外旅行または国
内旅行。　３仲間達と大声で話しながらの
食事会。
・仕事を持っており、毎昼弁当で外食するこ
とは怖いので、終息したらプロの作った料
理が食べたい。
・実家の墓参りや昨年亡くなったいとこの墓
参り（コロナのために行けなかったので）
に真っ先に行きたいです。姉やいとこ達と
話をしたいし、友達とも会いたいです。
・今、相談員活動を休んでおりますが、相談
員に戻りたいと思います。また、県外にい
る高齢の母や、病気で治療している姉に会
いに行きたいと思います。
・退職会がコロナでできなかったため、何十
年とお世話になった皆さまへの感謝の気持
ちを伝える会を企画したい。
・旅行
・秘湯での休養。電話も TV も無い緑一色の
中で湯に浸かり、爽やかな風の中、本を読
みたい。
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　４月２４日　　石巻分室移転
　５月２９日　　すみれの会、ファシリテーター認定式
　５月３０日　　４８期相談員養成・公開講座（臨時）
　６月　７日　　後援会役員会、理事会
　６月　９日　　今年度のグループ活動開始
　６月２２日　　選任・解任委員会、評議員会

　２０２１年
　１月２１日　　東北ろうきん社会貢献団体助成制度贈呈式
　１月２７日　　生命保険協会（宮城県）福祉募金寄贈式
　３月１３日　　後援会役員会、理事会
　３月２３日　　NTT寄附金授与式
　３月２４日　　公衆衛生功労賞表彰式
　３月３０日　　臨時専門委員会

活 動 報 告

※コロナ禍により、養成講座募集の公開３講座が中止。グループ活動は４・５月度が中止。すみれの会は４・５月度開催中止。

　10年が過ぎた
のですね・・・
今でも昨日のこ
とのように思い
出されます。
　東日本大震災
直後は毎日のよ
うに避難所での

不便な暮らしが放映されていました。その映像を目
にするたびに、いのちの電話として今できることが
何かあるのでは。こんな時こそ、こちらから出向い
て皆さんと話す事で、少しでも元気を取り戻してい
ただけたら・・・。そう考えてすぐに準備にとりか
かりました。
　まず、スタッフ募集です。呼びかけにすぐに30余
名が賛同して手を挙げてくれました。そこから話し
合いを重ねコンセプトは「挽き立て、淹れたての
コーヒーを本物のカップで」とし、テーブルにはク

ロスをかけて庭に咲いた小花を生けてゆったりとし
た雰囲気を。
　「無理に震災の話をしない、聴き出さない。あと
はいつもの電話相談と同じ。」決めたのはこれだけ
でした。コーヒー豆やお菓子、備品の調達に多くの
企業、事務局の協力を得て、ほっとカフェが仮設住
宅で始まりました。
　開店の日、「わーいい香り！なんか別の部屋みた
い。本物のカップにお皿まで・・・」そんな驚きの
声が聞こえてきた時、全てを感じ取ってもらえた幸
せ感でいっぱいになりました。
　こうして、始めたほっとカフェはその後毎月３～５
カ所の仮設住宅を巡って２年間続き、お会いするた
びに明るさを増し積極的に手伝って下さったり、仲
間通しでの会話も弾むようになっていました。皆さ
んの変化を実感したのち、私達も話し合いを重ね、
この活動の延長は他のグループにお任せし、本来の
電話相談に戻ることとしました。（S・K）

「ほっとカフェ」に参加した相談員の想い

集会場での「ほっとカフェ」

　東日本大震災から 10年と半年ほどが過ぎました。10年という節目を経過しましたが、震災直後に被災地
に直接出向いた、「ほっとカフェ」での活動が昨日のことのように思い出されます。

・活動記録
センターにて機材を積み込む（プラケース４箱、ポット、コーヒーメーカー、ウエルカムボード、花瓶、お菓子）
JR長町駅で参加者集合
出発（復旧した東部道路を経由して亘理インターまで）
仮設住宅到着（昼食後、会場の第一集会所・センター会議室の設営開始
長机、座卓、椅子、座布団、ウエルカムボード、花瓶にお花）
ポスティングと声がけをしてから、ほっとカフェ開始。
ある日はJR亘理駅舎２階のFM亘理スタジオで生放送出演。
個人面談を希望された方には、別室にて面談をすることも。
ほっとカフェ終了。撤収作業。
JR長町駅にて解散。センターを経由して帰宅。

10：30
11：00
11：30
12：15

13：00

15：00
15：45

東日本大震災被災地での「ほっとカフェ」
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2020年11月１日～2021年５月31日受付［敬称略・順不同］

ありがとうございます。
皆様のご支援で24時間「仙台いのちの電話」はつながっています。

相　沢　敦　子
青　木　利　子
青　木　　　讓
浅　野　弘　毅
阿　部　恭　一
安　部　芳　枝
阿　部　よし子
飯　川　洋　一
伊　串　泰　純
石　塚　寛　祐
伊　勢　文　雄
磯　部　敏英・光子
板　垣　直　心
岩　渕　金　衛
岩　松　としゑ
上　田　昌　孝
上　野　隆　士
氏　家　幸　子
氏　川　淳　子
大　田　和　子
大　友　健　行
大　沼　セツ子
大　野　とめ子
大　場　なほ枝
大　村　凉　子
大　山　照　江
大　山　光　枝
岡　　　貴恵子
小　野　公　延
小　野　洋　子
小野寺　なつ子
小野寺友宏法律事務所　小野寺　友宏
海　鋒　明　子　
片　倉　由美子
金　子　英　次
鹿　股　英　生
河　本　悦　子
菅　野　　　清
菅　野　孝　子
菅　間　　　進
菊　地　伊津子
菊　地　正　剛
木　村　ひ　さ
葛　岡　恵美子
工　藤　敏　子
熊　谷　ひろみ
小　竹　秀　悦
近　藤　文　子
今　野　孝　敏
今　野　まさ子
今　野　隆　三
齋　藤　昭　子
齋　藤　永　子
齊　藤　啓　昭
齋　藤　　　眞
齊　藤　義　子
酒　井　髙　男
坂　本　多香子
佐々木　　　宗
佐々木　　　一
佐　藤　かち子
佐　藤　絹　枝
佐　藤　次久子
佐　藤　俊　一
佐　藤　艶　子
佐　藤　富　男
佐　藤　　　宏
佐　藤　牧　人　　
佐　藤　正　義
佐　藤　ヨシ子
佐　藤　賴　子
サ　ノ　カツトシ
嶋　田　順　好
秀林寺　計良弘信

庄　司　あや子
庄　子　泰　子
菅　原　直　枝
鈴　木　倹　寿
鈴　木　ハツヨ
鈴　木　　　宏
鈴　木　優　子
平　　　さき子
髙　橋　京　子
髙　橋　さちよ
髙　橋　洋　子
髙　橋　陽　子
高　森　順　子
武　田　久美子
竹　田　英　子
竹　田　啓　二
竹　田　　　隆
竹　田　登代子
田　中　善　一
田　中　輝　和
田　中　秀　穂
田　野　み　よ
田部井　紀　子
千　葉　美知代
出　村　和　子
冨　田　敏　夫
中　川　惠　子
中　沢　きく子
長澤　弘法律事務所
中　沢　幸　男
中　條　洋　子
野　島　裕　子
芳　賀　　　盛
橋　本　榮　一
長　谷　とも子
船　渡　代志子
堀　江　直　子
増　井　久　夫
枡　澤　和　江
松　本　ミ　エ
松　本　美知子
三　河　寛　道
三　澤　志　郎
宮　内　昭　穂
宮　坂　道　子
むかでや　林　ユミ
村　上　瑞　穂
目　黒　功　子
最　上　有　司
八　木　　　洵
山　口　千枝子
山　崎　　　剛
山　家　雪　雄
湯　村　冨美子
横　尾　ふみ子
吉　田　淳　子
若　生　裕　俊
渡　部　昌　子
渡　部　光　子
匿名　12名

（有）岩井紘子建築設計事務所
岩切阿部医院
（株）インターオプチカル
（株）ウジエスーパー
（株）エーブイテック
江川クリニック
円達企業（株）
川内印刷（株）
（有）ギアール・サービス
江巌寺
光洋産業（株）
国際ソロプチミスト宮城
国分尼寺
米工房いわい（株）88サービス

（株）斎テント
齋藤歯科医院
笹氣出版印刷（株）
（株）サトー商会
（株）サン・ベンディング東北
（株） ジー・アイ・ピー
（株）七十七銀行
林香院　　
充国寺
正楽寺
真福寺
（株）清月記
（株）清建
全玖院
NPO法人　仙台明るい社会づくり運動
（社福）仙台キリスト教育児院
（一社）仙台仏教会
（株）仙台放送
仙台宮城野教会
（株）仙都計器
光明寺
大聖寺　
太平ビルサービス（株）仙台支店
竹駒神社
千葉神経科内科クリニック
桃源院
（学法）東北学院
東北電力（株）
洞林寺
同和興業（株）
常盤洋紙（株）
徳泉寺
仙台五橋教会
仙台東一番丁教会
東日本興業（株）
（学法）　朴沢学園
（株）北振技研
（有）まごころ不動産
三菱鉛筆東北販売（株）
みやぎ生活協同組合
明川寺
（株）杜リゾート
（株） ユアテック
陽雲寺
龍華院　大宮司
瀧澤寺
林香院　座禅会

長　田　妙　子
木　下　義　章
坂　本　陽　一
フクノ　ミツテル
山　口　千　鶴
匿名　1名

（株）アドバンスエステート
NTT東日本宮城社会貢献推進会議
（株）NTTエヌ・ティ・ティ　エムイー
（株）NTTビジネスアソシエ東日本
（株）NTT東日本サービス
（株）NTT東日本－南関東
（株）NTT東日本－東北
オール宮城ＬＣゴルフ同好会
欅の会
（一社）生命保険協会
仙台青葉ロータリークラブ
仙台北教会
広瀬川倶楽部
宮内歯科医院
宮城県共同募金会
（一社）宮城県公衆衛生協会
わたしの雑貨＆セラピーらべんだぁ

青　木　利　子
阿　部　恭　一
阿　部　　　達
安　齋　えい子
石　田　千惠子
泉　川　久美子
岩　松　としゑ
大　田　和　子
大　友　朝　子
大　沼　セツ子
大　野　昌　子
大　場　なほ枝
大　場　美　枝
大　村　凉　子
大　山　照　江
岡　本　喜　子
貝　山　　　享
兼　為　美佳子
鎌　田　公　子
菅　野　　　清
菅　野　孝　子
菊　地　伊津子
菊　地　正　剛
木　下　惇　子
木　村　ひ　さ
木　村　由　紀
近　藤　文　子
今　野　まさ子
齋　藤　昭　子
斎　藤　悦　子
齊　藤　啓　昭
齋　藤　　　眞
坂　本　陽　一
佐々木　　　宗
佐々木　　　一
佐　藤　鮎　美
佐　藤　和　子
佐　藤　かち子
佐　藤　絹　枝
佐　藤　富　男
佐　藤　豊　子
佐　藤　　　宏
佐　藤　牧　人　　
佐　藤　ヨシ子
佐　藤　賴　子
篠　原　瑞　枝
庄　司　あや子
庄　子　泰　子
新　宮　幸　子
鈴　木　倹　寿
鈴　木　　　成
鈴　木　とき子
鈴　木　　　宏
須　田　佐枝子
須　藤　き　い
関　口　秀　和
平　　　さき子
高　橋　悦　子
髙　橋　京　子
髙　橋　陽　子
武　田　久美子
田　野　み　よ
田部井　紀　子
千　葉　雅　保
千　葉　美知代
照　井　床　子
百　々　格・直子
鳥　崎　和　子
中　川　惠　子
中　沢　きく子
橋　本　榮　一
平　賀　ノ　ブ
星　野　波　瑠
堀　江　直　子

堀　米　正　子
増　井　久　夫
松　田　成　子
三　澤　志　郎
宮　内　昭　穂
宮　﨑　てつ子
最　上　有　司
山　口　千　鶴
山　崎　　　剛
山　本　美　喜
湯　村　冨美子
吉　田　淳　子
匿名　10名

（公財）アタラクシア　みやぎ霊園
（有）岩井紘子建築設計事務所
（株）エーブイテック
川内印刷（株）
愚鈍院　青年会
愚鈍院　婦人会
黒松婦人の会
五城保育園　父母の会
充国寺
尚絅学院高等学校
尚絅学院大学附属幼稚園
仙台ライオンズクラブ
大聖寺　
桃源院
仙台広瀬河畔教会　婦人会
仙台青葉荘教会
仙台川平教会
仙台北三番丁教会
仙台松陵教会
仙台広瀬河畔教会
北振技研
宮城学院キリスト教センター
みやぎ生活協同組合
（株）杜リゾート
陽雲寺
龍華院　大宮司
瀧澤寺
輪王寺

かまどや大衡店
（株）TGサポート
（学法）宮城学院女子大学

佐　藤　賴　子

センター内チャリティ

～ 幸せの黄色いレシート ～

　毎月11日イオン富
谷店に、「仙台いのち
の電話」のBOXが設
置されます。
　お買いものの際はぜ
ひご協力ください。

資金ボランティア

維持・賛助（個人）

維持・賛助（団体）

一般寄附・その他（個人）

一般寄附・その他（団体）

クリスマス・歳末（個人）

クリスマス・歳末（団体）

チャリティ自販機

募金CAN

仙台いのちの電話

̶ 7 ̶


